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1./ 主 額 :PhysicsofQtlantum Fluids













9月 1日 (午前中のみ) -
4, 場 所 :仙台YIWCA †作並国際セ ンタ ー
㊥ 989-54 宮城県宮城郡作並字湯原1
5･ 参加人草 :宿泊設備の関係 もあり≦まして 参加人 旨転約 100 名程度
(内外人参加者 20名)VLかさえたvlと恩V,ます o
6. 財政その他 '.主な費用はLT12と密接な関係を保ちつつ,募金に よっ
て,まかなうつ もりですが,募金の菓ま り方によ っては,
例年の様 な滞在費,旅費の補助は出来な くなるか も知れま
せん｡
7. 参加申し込み :別記の要領か LT12のSecondCircu!arUt同封した
ApplicationForm に従 って,下記宛お申し込み下さvlo
締切 り 1970年 5月末 日




組織委員会 委 員 一長 久保亮五
現 地 委 員 神田英蔵,大塚泰一郎
(仙 台) 森田 章,渡部三雄









所属研究機繭 から参加費援助を期待出来る or 出来 な い O






2. 専門分野 広 く生物物理一般
5. 着任時期及び任期 昭和 45年 4月か ら (5±1)年
4. 応募締切 り 昭和 4-5年 1月 15日
5, 提出書類 履歴書,業績yス ト(論文別刷),推薦書,研究計画書
6. 選考方法かよび決定時期 当教室人事委員会で審査し,教室会議で決定
します｡
7.宛先及び問合せ先 名古屋市千種区不老町 (郵便番号 464)
名古屋大学理学部物理学教室






猶和 4,Ji年 ′仁 王月 25日
基礎物 東学関係各研究所長盛
各 大 学 物 理 学 教 室ま 任 殴
財団法人 湯川記念財団
'理事長 鳥 養 利 三 郎
湯川記 念 財団 奨学 生募 集 につ V,て
今般左記要項 にま り晴海 45年度奨学生を募集することといたしましたので
貴部内関係者に周知方 よろしくか願V,いたします｡
夜か外国留学中の有資格者に対 して も適宜の方法にてお頗vIV,たします .
記








どによってそれより減額される場合があ るo 更新は認められるが継続 5カ年
督こえをV,ものとする)
5. 研究場所
基礎物理学研究所において研究することを原則 とするが,事情に より他 の
適 当夜場所で あ ってもよい0
4･ 募集人員






希望者は所定の申込書 1部に発 表論文 リス ト,主な論文の別刷, 1カ年の
研究題 目と計画を各 2郵 あて添付 して,昭和 45年 1月 20日までに京都市




専門に近 V'委 員 2名が簿文につ vlて調査 し,そ の報告咋基づV,て審査会が候
補者をきめ, 財団の理事長に推薦する｡
昭和 4 4年 11月









理事長 鳥 養 利 三 郎 毅
昭和 年 月 日生
略 ､ 歴
秤
高等学校 昭和 .年 月 .一 ヽ
高等学校 .革 程卒業.;




-大 学 昭和 年 .月 _
.大学 _. 学由 学科卒業




東大教養部 伊 藤 隆 助教授 米国より帰朝
京大理学部 西 川 恭 冶 氏 11月,1日付で助教授に昇任
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-大 学 昭和 年 .月 _
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東大教養部 伊 藤 隆 助教授 米国より帰朝
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京大基研 米 沢 富美子
九大 葦 蔵 本 由 紀
今回の学園斗争を通 じて,研究及びそれ智担 う主体のあり方が,学生咋よっ




研究に関r)る姿勢その ものの中に抜 き難 く巣喰 ってvlる ,権威主義,･プラグマ
ティズム等が,仮借なき批判の対象 とされなければならをvloその意味で,戟
々は,匝顛 な二重の課題を背負 ってvlるO襲々かもし, 与れ ら静 々の 代主義 "







のか ら, ｢物性論にはもう夢が夜vl｣, ｢物性は もう終 った｣とvlう悲観的な
見方に至るまで,様々であるが,物性物理学 とvlうこの分野が,何 らかの意味
で行 きづま りに来~てvlるのは確かをようだo








形で先達 と同一のスター ト･ラインに立つことも可能である0 -万,物性物理
学は,その学問的特質を考えてみるとき,そ もそ もの発端か ら細分化の宿命を
担 っており,科学の急速を発展と膨大か情報竜とが,よ り一層の細分化,専門
化を促進 してV,る｡ 従 って,経卜験的要素が強 く要請され,広 vl視野である程度
の見通 しを立て られるようになるまでに修得すべ き知識の竜が多 く,一人前の
自立した研究者と自認で きるまでにばかなりの期間を要する. しか も,その間
仮借を_き業績主義の波にた.えず洗われてvlなければ ならを vlのであるC その様
夜中にあっては,期待と不安とを抱 き乍 ら未知の世界を自ら模索し,自 らの手





な論文を乱造し,それで結構 ボ二人前 "と認められ 名誉心はある程度満足 さ
せ られ,自らも何かをや ったような気になって しま うOそ こに柊,ー我々が真に
生きてvlるとvlう確かを証しもな く,安泰で平穏で,一度はま り込んだ ら容易
には抜け出せ友 V'居心地の良さがあるばか りだ｡学問に対するこの様 な姿勢が,
大学問題,研究体制の問題,さ らには社会的人間として必然的に閑わ らざるを
えなV,政治問題に も無関心で無気力夜小市民的意識構造を生み 出して行 くO し
かし,その様 をところかち,どうして人間 らしvl_学問の生まれるはずがあろ う
か ? 我々はか って,目を輝かせ,血をわかせて物理に接したことが何度あ っ





さぐり,それを排除すべ く努力す ることは,必要不可欠である｡ しかし,･そ れ
だ.げでは決定的に欠けてV,るものがある.･e我々の内在るものとの斗V,こそ, よ
り電要でより強烈であることを知 らねば ならないQ我 々の心のどこ かに',不 安





関係隼依存 した vlと･vlう気痔が知 らず知 らずのうちに巣喰 ってV,たと･したら,
それとの斗いを経 夜 vlで,真の学問哲我々の手に奪還することは不可能で あるO
易さにつ きたい心がある限 り,如何に変革 と叫んでみて も-, その言葉は何の重
みも持ち得をvIQ我.々をとり,まき,我 々を身動 きで きなくしてV,る無数のエス
タブ リッシ ュメ ン トに懐疑の目を向けることか ら一切ははじまるO 既存の｢学問
約 ･人間的従属を断ち切り,全くの裸のひとりひとりに立ち戻 ?た地点から･,初




しかし,歳々はしかれた レールの上を,約束された目標に向 って,型通 りに





これ が,草々かここに q若手による研究会 廿の鯛機を提案するゆえんであるe
勿論,′∈こで若手とり うのは,年令的な意味では なく,上記の我々の意気込み
に同調していただける若 い精 神牽持ち合わせた方 とyT,う意味であるC
具体的には, 45年度前期の基研の研究計画に二,短期研究会 として応募し,
丁方 .｢物性研究｣か らも何 らかの形の後援を得たvlと考えてvlるO 運営その他
に関して,提奏者の側で も腹案はあるが,新しvl試みとして,研究計画に応募
する前に,上記の原則に奉養的に轡 参同vlただける同志をつの り,.運営方針等
も公募 した諭 と思 う｡
.､歳々の提案に対する御意見,御批判及び研究会の具体的な運営に関す る御提
案等を,提案者宛あるvlは ｢物性研究｣編集部苑に衛送 り下さるよう動 感 vlL
ますO(締切 45年 1.月1 6日必着のことO)
-244-
編 集 後 記
共同利用研は廻 り角に来ている.- 十年一昔と俗 に云 うが '全国に先駆け
て殻立せ られた共同利用研の基所が･既に 16年の歴史をもち ,物性研究 者の期
待 密担 って発足 した物性所が 12年を経過 した今 日 ,~それを取巻 く環境U)著 し
い変化に憩を致せば ,過 り角 に立つのも誠に故をLとしない O 基研 と物性研 と
では共同利用の考 え方に異なるものがあった にせよ′,発足当時は ,いずれ も共
同利用センターとしての役割をもつだけの客観的条件 を備えでいたの で ,必ず
しもそU)荏 ,9方を床刻に考えなくても ,あ､る程変は機能を果 し得るようにな っ
ていた･Oそれが また陥葬であったかも知れないし ,とにか く現在そ･の機能に疑
問が持たれる脅らば ,そg)真因はどこにあって ,どのように対 処サ べ きであ る
かo我 々はこれに真剣に取組 まねばならない｡ こU)反映0)一つ として編集部で
は太号に共同利用研特集を載せ ることに した｡
共同利用研問題を含めて ,物 性研究のあり方について0)議論は太誌において
もかな り活額に行われた ｡ しか し残念をことに ,単に問題提起に留 まっていた
り,高踏的夜きめつけであった りして ,対話は一方通行に終 る場合が多か った o
lO年前に比べれば ,物性研究者0)物の考え方 ,関心U)持ち方は ,よ り分･極
化 しているように見えるO例えば ,歯大氏 〔太誌Vol･ 15,A61 58頁〕
a)ように ,｢何ujため0)研究か ?｣を探 く問い掛ける人 もあれば ,｢研究す る
ことGj意義に一見無関心に見えろ人 もいるO実際 ｢研究の意義 ｣に座視Jhq)よ
うでも ,すぐれた研究により,われわれの視野を拡げてくれた物性物理学者が
数多く存在することも否定出来をいO
しか し分極化 しているにせよ,'知 りたし_､｢-真実を知 りたい と云 うことは共
通の基盤では夜かろうか ｡ そ して素案を知 ることの難 しさはわれわれが研究生
活を通 じて実感 してきた も0)であ り ,真実を知 るための方法論 ,鼻実を主張 し
て他人を納得させるために払 うべき細心め注意 も研究生活を通 じて大をり′jヽ在
り体得 してきたもU)である.もっとも･,学会でq)研究発表を開 くと ,中には果
して真実を知 りたいと云 う動機から観究されたU)か どうか疑いた くなるような
もq)もないでもないが ,それは別 a)話 として ,太誌で0)討論は ,たとえそれが
- 24 5-
研究することの意義であれ ,体制問題であっても ,鼻実を知 り説得力を以て伝 -
えることを基盤とするもo)であ りたいハ もしそれが個人Q)主観的な世界観 ,人
生観につ奇がる問題で ,客観的には黒白をつけ難い点があるならば ,それはど
こまでつめて対立を浮彫 りに出来るのか｡
物性物漸 二多/少な りとも素養をもつ者が ,真理追求o)ため今後果 し得る道 ,
乃至はそのため0)体制g)一一環 としての共同利用堺 のあ り方に対する具体酌 を議
論蛙 ,鈴木物性研究所長a_)見解を一つ0)契機にして ,漸 くその緒が柳 ナてきた
ように思われるO今後は種々U)理念 ,体制等に関してそU)長所 ,短所が明らか
になる･iう ,理性的建設後話 し合いが進められることを期待 してやまない O
終 りにこの特集に御協力下さった基研湯川所長 ,物性研鈴木所長 ,御寄稿を
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理 論 物 理 学 刊 行 会
電話 (075)77ユ-8日 j (内線517j)



































2. 支払いの際のま主意 :なるべ く振替用紙 を御利用の⊥ヒ御納入下
さい｡
なお通信欄 に送金･内容 を必ず明言己して下 さい0
3. 雑≡誌購言売者以外･の代理人が購読料 を送金される場合､必ず講二
言発着本人の名前 を明言己して下 さい｡
4. 誌代の支二払遅滞の場合 :当会の原則としては､正当な理 由な
く 2Vol.以上ヒの読ン代を滞納された場合には､送本を停止するこ
とになっていますので御薗意下 さい0













2･ 送本中止の場合の連絡 :発行途上にある volumeの購読途中
中止は認められません｡購読中止 される場合には､ 1ケ月前 く




物 性 研 究 第 13巻 欝 3号
轡
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